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【内容】 

　１　あいさつ（課長・委員長） 

２　議題 

⑴　報告事項 

　　　「令和７年度長久手市平成こども塾事業中間報告について」 

⑵　承認事項 

　　　「令和８年度長久手市平成こども塾事業方針(案)及びプログラム年間事業計画 

(案)について」　 

　　⑶　その他 

　　　なし 

　３　その他 

 

 

 

 

 

 会議録概要

 会議の名称 令和７年度第２回長久手市平成こども塾運営委員会

 開催日時 令和８年２月２７日（金)午前１０時から午前１１時００分まで

 開催場所 長久手市平成こども塾　丸太の家　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 出席者氏名 

（敬称略）

委員長　伊藤稔明　　　　　　　　みどりの推進課長　吉田学 

委員　　口野孝典　　　　　　　　同課課長補佐　水野広道 

委員　　田中美保子　　　　　　　同課専門員　福岡隆也 

委員　　早川健一　　　　　　　　同課会計年度任用職員 

委員　　武田俊　　　　　　　　　冨田俊晴 

委員　　村瀬摩里子

 欠席者氏名 

（敬称略）

委員　　佐藤文子

 傍聴者人数 ０人

 会議の公開・非公開 公開

 審議の概要 【議　事】 

(1) 報告事項 

令和７年度長久手市平成こども塾事業中間報告について 
(2) 承認事項 

　令和８年度長久手市平成こども塾事業方針(案)及びプログ

ラム年間事業計画(案)について 

(3) その他
 問合せ先 長久手市建設部　みどりの推進課　長久手市平成こども塾 

　℡０５６１-６４-００４５

 備考
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【議事概要】 

 みどりの推進課長あいさつ 

 

事務局（進行） 

 

　　議事に先立ち本委員会が、長久手市平成こども塾運営委員会設置要綱（資料１）第

６条第２項の規定に基づき、過半数以上の出席があり、成立していることを報告 

 

資料配付 

当日配布資料を含め資料確認 

 

　委員長あいさつ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　議題 

【事務局】 

　　ここからは委員長に議事の取り回しをお願いします。 

 

【委員長】 

「議題⑴報告事項　令和７年度長久手市平成こども塾事業中間報告について」 

事務局から説明願います。 

 

【事務局】 

「令和７年度長久手市平成こども塾事業中間報告について」説明いたします。 

資料２、資料３を御覧ください。 

 

　～　資料をもとに説明　～ 

 

【委員長】 

　　只今、事務局から説明のありました内容について、御質問や御意見などがありまし

たら発言をお願いいたします。　 

 

【委員】 

　　プレパークについては、どのようでしたか。 

 

【事務局】 

　　去年と同じ団体がプレーパークの試行を行いました。令和７年度は試行で２か月に

１回行いました。1月は餅つきをやる予定でしたが、雪で中止となりました。 

　令和 8年度も子ども塾を使って行う予定です。 

 

【委員長】 

全体的に利用が減っている。特に、かまどが殆ど使われていないが理由があるので
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 しょうか？ 

【事務局】 

暑さのせいか理由はわかりません。 

 

【委員】 

受付が電子になったのが原因ではないでしょうか？電子システムが浸透していない

のではないでしょうか？電子が良いのか？紙が良いのか？ 

皆さんに伝わる手段を考えてください。 

【委員】 

親子でプログラムに参加しました。小学校は今年からお知らせ等が電子になりまし

た。子ども塾だよりがそれで来ます。通知が埋もれることがなくなりました。 

親が見て子どもを誘う。（Ｅメッセージ）子どもを飛ばして親に情報がくるように変

化したと思っています。献立表や保健だよりもアプリで来ます。時代の動きだと思い

ます。 

 

【委員長】 

　　次に、「議題⑵承認事項　令和８年度平成こども塾事業方針（案）及びプログラム年

間事業計画(案)について」についてですが、事務局、何かありますか。 

 

【事務局】 

それでは、お手元の資料集の資料４、資料５をご覧ください。 

 

　　　～資料をもとに説明～ 

 

【委員長】 

只今、事務局から説明のありました内容について、ご質問やご意見などがありまし

たら、ご発言をお願いいたします。 

 

【委員】 

　　学校連携プログラムの内容はどのように決めていますか。 

 

【事務局】 

学校連携プログラムにの内容は、学校にヒアリングを行って決めています。 

 

【委員】 

令和 8年 9月に学校連携プログラムが入っていないのなぜですか。 

 

【事務局】 

アジア大会によってバスの運転手が手配できないからです。 
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【委員】 

里山で竹とんぼを提供しています。竹を切って準備し、子どもには完成形を貰うだ

けです。本当は準備や制作もやって欲しいのですが、まずは飛ばす楽しみを知ってほ

しい。ただ子どもの安全が第一です。まずは家族でのノコギリやカンナとかを覚えて

欲しいと思います。 

【委員】 

サポート隊の人数が減っていると聞いています。高校生を含めて４名（高校生１名）

が入ってきますが、少なくないのですか？ 

 

【事務局】 

人数は、多ければ多いほど良いと思います。サポート隊の年齢が上がって来ていま

す。人数もさることながら世代の入れ替えが難しいです。 

 

【委員】 

農や木工とか担当が決まっていますか？ 

【事務局】 

そうです。 

 

【委員】 

サポート隊への高校生の参加は貴重です。 

【委員】 

親子でやっていただけると良いと思います。 

 

【委員長】 

他にございませんか。 

 

～　「議題⑵承認事項　令和８年度長久手市平成こども塾事業方針(案)及びプロ

グラム年間事業計画(案)について」　一同承認　～ 

 

【委員長】 

では次に、「議題⑶　その他」についてですが、事務局、何かありますか。 

 

【事務局】 

特にございません。 

 

【委員長】 

他にございませんか。 

無いようですので、議事については終了とします。 

ここからは、会議の進行を事務局にお返しします。 
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 【事務局：課長】 

それでは、以上を持ちまして、令和７年度第２回長久手市平成こども塾運営委員会

を終了いたします。 

ありがとうございました。　


